










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（年）　i ・9631 1964 1965 1966 ・9671 1968
（A）消費支出1 482，957 533，767 580，753 630，193 684，855 763，285
（B）交通通信費 12，064 13，444 14，786 17，857 19，595 21，578
電車汽車賃 4，067 4，453 4，808 5，556 5，798 6，046
（43．4） （40．8）
定　期　代 1，947 1，980 2，082 2，821 2，891 3，412
（20．8） （23．1）
バ　ス　代 1，326 1，418 1，535 1，856 1，905 1，873
（14．1） （12．7）
バス定期代 546 598 706 797 796 867
（5．8） （5．9）
は　　が　　き 237 253 245 358 383 378
他の郵便料 451 518 540 597 614 643












1，986 2，395 3，070 4，162 4，919
タクシー代 1，486 1，710 1，927 2，160 2，314 2，578
（15．9） （17．5）

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































大　　都　　市　　圏 15．4 47．6 4．2 1．9 1．5 1　26 26．6














12．5 59．5 7．2 2．7 3．3 6．0 8．8
20～30 9．4 51．6 5．8 1．6 2．8 5．0 23．7
建設省都市局調査（1965年）
われる。それらは，時々，あまりにも時間が
かかり，かつ快適でないのである。逆にいえ
ば，自家用車を生産的目的に使うのは速くて
快適だからである。現在の所得水準では，生
産的輸送でさえ迅速性と快適性とが高度に要
求され，それが自家用車によって最も良く充
足されるということであろう。
　自家用乗用車のこのような利用が，バス，
タクシー，あるいは鉄道の市場を侵食してい
る量と速さをはっきり捉える資料はない。し
かし，先にあげた価格弾性値の数字はある程
度間接的にそれを示唆するだろう。さらにい
えることは，都市を中心とする「生産的」輸
送需要は急速に増加しつつあり，既存の公共
交通機関の能力では到底それを充足できない
ので，その過剰追加分を充足するためにも自
家用車の普及が，かなり大きな役割を果たし
つつあることである。それが将来の合理的交
通体系の形成のために有効かどうかは別問題
であるが，少なくとも現在および近未来の家
計にもつ重要性は十分に分析検討されなけれ
ばならないであろう。
（1）平均消費性向は1963年82．8から，1968年
　　80．6まで微減している（経企庁資料）。
②　このことは戦後の所得階層の上下の幅が戦
　　前にくらべて縮小していることを意味する。
（3）1964年と1968年について，所得階層（年間
　　収入階級）別交通費支出構造を比較すると
　　以下のような特徴がみられる。
　　（i）鉄道運賃支出（定期外）は両年をくら
　　べてほとんど不変。（ii）鉄道およびバスの
　　定期代支出は，所得による増加率が高いが，
　　68年は64年にくらべて80～100万以上の所
　　得層の支出が急増。　（iii）バス代支出（定
　　期外）は両年とも所得との相関がほとんど
　　みられない。（iv）タクシー代支出は所得
　　120万以下では68年の方が高いが，それ以
　　上では低くなる。（v）ガソリン代支出は
　　64年は所得との相関が弱いが68年には所得
　　増とともに急増。
　　　以上の特徴は，「高所得層における定期
　　代支出および自家用車関係支出の相対的に
　　急激な増加」に要約される（家計調査年報
　　より算出）。
｛4）機械振興協会経済研究所「モータリゼーシ
　　ョンの研究」1968．
㈲　交通需要の価格弾力性に関する外国文献も，
　　筆者の知る限りでは少ない。M．H．　Spencer，
　　L．Siegelman；Managerial　Economics，
　　1950．p．145によればニューヨーク市地下
　　鉄（1952年）についてそれは0。4程度と推
　　定される。
（6｝外国の自家用乗用車のトリップ特性につい
　　ては，Auto　Facts　and　Figures，　Chica－
　　go　Area　Transportation　Study，　Pitt－
　　sburgh　Area　Transportation　Study，
　　London　Traffic　Suveyなどに若干の資
　　料があるが必ずしも比較可能性がない。
　　Auto　Facts　and　Figures　1967によれば，
　　米国での自動車トリップの目的別は，業務
　　19％，レクリエーション23％，個人的用務
　　17％，訪問41％となっている。
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